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A l i gnmen t）および BLAST
（ Basic Local Alignment Search




































































































































































































































Critial Assesment of Techniques


























FASTA Pearson 1988（米・Virginia大） 検出感度はBLASTより優れている。
BLAST Altschul 1990（米・NCBI） FASTAよりも高速。現在もっともよく使われている。
PSI-BLAST Altschul 1997（米） タンパク質ファミリーを見つけるための対話版BLAST。SSEARCH
よりも検出感度は高い。
SEG Wootton, Federhen 1993（米） 低複雑度領域や反復配列を除いて類似性の比較精度を高める。
SSEARCH Pearson 1991（米） 動的計画法により最適なアラインメントを求める。非常に遅い。
Bayes block Zhu 1998（米） ベイズ統計を利用するものでSSEARCHよりも遅いが、より遠縁の
aligner 配列を見つけることができる。
PROBE Neuwald 1997（米） PSI-BLASTと同種の機能をもつ。ベイズ統計を用いて非対話的に最
も有意な配列集合をみつける。
多重配列比較（複数の配列の比較）
ClustalW Higgins, Sharp 1988（英） 累進法により複数の配列の整列配置を求める。多重配列アラインメ
ントでは最もよく使われている。
PILEUP Fen, Doolittle 1987（米） 累進法により複数の配列の整列配置を求める。
配列の比較にはニードルマン・ヴンシュ法を用いる。
MSA Lipman 1989（米） 多次元動的計画法により最適なアラインメントを求める。
PRRP 後藤1996（日・産総研CBRC） 系統樹を求めて反復学習によりアラインメントを改善する。
SAGA Notredame, Higgins（仏） 遺伝的アルゴリズムによりスコアの高いものを選ぶ。
HMMER Eddy 1998（米） 隠れマルコフモデルを用いる。
プロファイル検索（特徴的なパターンの検索）
ProfileSearch Gribskov 1996（米） 配列パターン（モチーフ）の検索を行う。
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